
様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）

年 月 日

様
提出者

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

年 月 日 から 年 月 日 まで

（日本産業規格　A列４番）

③ 従 業 員 数

新潟大学医歯学総合病院事 業 場 の 名 称

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

31計 画 期 間

827床

1,690名

令和6

特別管理産業廃棄物処理計画書

新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地

4 1 3

新 潟 市 長

6 28

事業場の所在地

令和5

（第１面）

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

電話番号

①事業の種類

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

住　　所

令和5

の一連の処理の工程

医療業

氏　　名

新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地

新潟大学医歯学総合病院
　病院長　冨　田　善　彦

025-227-2426

④特別管理産業廃棄物

②事業の規模

本院の感染性廃棄物集積場より、バイオハザードマーク表示の感染性廃棄物専用金属缶または感染性
廃棄物専用コンテナを特別管理産業廃棄物（感染性産業廃棄物）収集運搬業の許可を受けた業者が処
分場まで運搬し、同廃棄物の処分許可を受けた業者によって最終処理が行われる。



（管理体制図）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

 特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

■専用コンテナへ梱包
・鋭利器材
　注射針、針の付いた注射器、メス、カミソリ、針の付いた点滴ラインや連結管、アンプル、バイアル、点滴・血液製剤
のビン、その他鋭利物、抗がん剤関連（バイアル、輸液バッグ、輸液ライン、調合に使用した器具類、ボトル交換時に使
用した手袋・エタノール綿、その他抗がん剤が直接付着した物）
・血液などの液状・泥状のもの

■赤色ポリ袋へ分別し、ドラム缶へ梱包
・医療廃棄物（固形感染性廃棄物を含む）
　血液・体液付着物、注射器(針なし)、防護用具(手袋･マスク･エプロン･ガウン・ゴーグル等)、抗がん剤関連（抗がん
剤が直接付着していない調合に使用した防護用具）

■院内巡視による分別状況の確認

　
①
現
状

　
②
計
画

引き続き現状の取組を継続する。

感染性廃棄物に係る処理費用の院内周知。

ｔ

ｔ

ｔ

 特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

ｔｔ ｔ

 特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ排 出 量

ｔ ｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

【前年度 実績】4　
①
現
状

感染性廃棄物と非感染性廃棄物の分別の周知を行った。

　
②
計
画

【目標】

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

排 出 量

感染性廃棄物

430.03

（第２面）

ｔｔ ｔ ｔ ｔｔ ｔ

排 出 量 ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔｔ ｔ ｔｔ ｔ

排 出 量 447.00 ｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

感染性廃棄物



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

ｔ ｔｔ ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔｔｔ ｔ ｔ

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

感染性廃棄物

ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔｔ
自ら熱回収を行った特別

管理産業廃棄物の量

ｔｔ ｔ

ｔ

0.00 ｔ ｔｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔｔ

ｔｔ

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

感染性廃棄物

ｔｔ
自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔ ｔ

ｔｔ ｔｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

0.00 ｔ ｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

感染性廃棄物

（第３面）

【前年度 実績】令和4　
①
現
状

なし（再生利用が困難なため）

　
②
計
画

【目標】

ｔ

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔ ｔｔ ｔ

　
①
現
状

【前年度 令和4

　
②
計
画

【目標】

0.00

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

自ら熱回収を行う特別

実績】

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

感染性廃棄物

ｔｔ

0.00 ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔｔ

ｔ

ｔ

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔｔ

ｔ

なし（中間処理が困難なため）

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

なし（再生利用が困難なため）

なし（中間処理が困難なため）

ｔ ｔ

 自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

 自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

ｔ

自ら熱回収を行った特別

管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

自ら再生利用を行う特別

管理産業廃棄物の量

自ら再生利用を行う特別

管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う特別

管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

管理産業廃棄物の量



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔｔｔ ｔ ｔｔ

ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔ ｔ ｔ ｔ

0.00

ｔ

ｔ

ｔ

全処理委託量

 自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

 特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔｔｔ ｔ ｔ

ｔｔ

なし（埋立処分が困難なため）

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

感染性廃棄物

ｔ

　
①
現
状

【前年度 令和4

優良認定処理業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

全処理委託量 430.03

優良認定処理業者との契約を行った。

実績】

ｔ

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ ｔ ｔ

ｔｔｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

0.00

　
①
現
状

なし（埋立処分が困難なため）

　
②
計
画

【目標】

ｔ

ｔ

（第４面）

【前年度 実績】令和4

ｔｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

感染性廃棄物

0.00 ｔ ｔｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔｔ ｔｔ ｔ ｔｔ

ｔ ｔ ｔ

感染性廃棄物

430.03 ｔ

0.00 ｔ

ｔ ｔｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔｔ

ｔ

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔｔ

ｔ

ｔ

ｔ

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た 特 別 管 理
産 業 廃 棄 物 の 量

を 行 う 特 別 管 理
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分
を 行 う 特 別 管 理

認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

優良認定処理業者

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た 特 別 管 理
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

への処理委託量
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

認定熱回収業者



（今後実施する予定の取組）

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

0.00 ｔ ｔ

ｔ

ｔ

※事務処理欄

委託業者において廃棄物が適正に処理されているか，電子マニフェストにより引き続き確認を行う。

ｔ ｔ

ｔｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔｔ ｔｔ ｔｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

（第５面）
　
①
計
画

【目標】

447.00 ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

感染性廃棄物

全処理委託量 447.00 ｔ ｔｔ ｔｔｔｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

0.00

0.00

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

全処理委託量

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔｔ ｔｔ ｔ

優良認定処理業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

業者への処理委託量

ｔ ｔ

認定熱回収業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う

電子情報処理組織の
使用に関する事項

特別管理産業廃棄物排出量
（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。） 　430.03　t

【前年度（令和４年度）実績】

（今後実施する予定の取組）

大学でＪＷＮＥＴに加入し、電子マニフェスト対応体制を整備済み。引き続き電子マニフェスト対応
業者との契約を締結する。

優良認定処理業者

への処理委託量

認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量



第 面 について

（別　紙）



提出者の名称

事業場の名称

内容年度 令和5 年度

（単位：トン）

Ａ Ｂ C D E F G H I J

現状 430.03 0.00 0.00 0.00 0.00 430.03 430.03 0.00 0.00 0.00

計画 447.00 0.00 0.00 0.00 0.00 447.00 447.00 0.00 0.00 0.00

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状 430.03 430.03 430.03

計画 447.00 447.00 447.00

現状
／

計画
全処理
委託量

排出量 自己再生
利用量 うち熱

回収量

自己中間
処理

減量化量

特別管理産業廃棄物処理計画書（集計用シート）

委託処理量のうち委託先毎の量

優良認定
処理業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
以外の熱
回収を行
う業者へ
の処理
委託量

自社内での処理状況

自己最終
処分量

委託先での処理状況

廃棄物の種類 再生利用
業者への

処理
委託量

合　計

感染性廃棄物

新潟大学医歯学総合病院　病院長　冨田善彦 提出者の住所 新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地

新潟大学医歯学総合病院 事業場の所在地 新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地


